
 

 

 

 

 

今月はがん看護専門看護師がニュースを担当します。 

『専門看護師』には、11の分野がありますが、 

私は、「がん看護」を専門分野としています。 

 

現在、総合支援センター（地域医療連携室・入院 

支援室・がん相談支援センター）に所属しています 

ので、がん治療や看護に関すること、がん以外の方 

のご相談や在宅医療の支援等を行っています。 

 

今回は、「人生会議」について紹介したいと思 

います。 

近年では、人生100年時代と言われますが、健康 

な時、病気の治療中、当時者として、家族として、 

地域の住民として、誰かの友人知人として等々、 

いろいろなところで人生について考える機会がある 

と思います。 

しかしながら、「人生の最終段階」に、どのような 

医療を受けたいか、どこで、誰と過ごしたいか。 

してほしいこと、してほしくないこと等々を、周り 

の方と話し合われている方は、案外多くはありませ 

ん。また、いろいろな局面で気持ちは変わります。 

「なぜそう思うのか」それを周りの方に知ってもら 

うことが大切です。 

  

病気になることは避けられないかもしれませんが、 

病気であっても、自分のことを自分で決めることはできます。 

そして、自分にとって大事な方たちに、自分の気持ちや、希望を知ってもらうことで、安心して 

生活を送ることができると思います。 

 

 

「アドバンス・ケア・プランニング（ACP）」ということばを聞いたことがありま 

すか？『わたしの意思（気持ち）』をまわりの人たちと共有することをさしてします。 

カタカナで、馴染みが少ないかもしれませんが、昨年『人生会議』とネーミングされた 

「もしものときの話し合い」は、さまざまな方法で、地域や医療機関、施設などで取り 

組みや学習会が開催されています。気になるものに参加してみませんか？ 
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私たち専門看護師・認定看護師は、患者さん・ご家族が、安心できる療養環境を提供できる

看護実践に向けて努めていきます。ご相談等は、遠慮なくお声をおかけください。 


